帝京大学医療技術学部看護学科
小児看護学実習記録＜様式９＞

実習自己評価および総合評価　
　　　　　　学籍番号　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　
	項目
	目標および評価内容
	学生
	教員

	幼稚園
	1）健康な小児の成長発達と日常生活の実際を理解する
	
	

	
	2）小児と家族の相互作用、幼稚園職員との相互作用の実際を体験する
	
	

	
	3）健康な小児の成長発達と日常生活の援助に必要な技術と態度を学ぶ
	
	

	病院
（病棟・外来）
	目標1：小児が疾病・障害を抱える体験と個別性について理解する
1）小児が体験している疾病・障害を理解する
①健康障害の概念・病態生理、症状、臨床所見、治療、予後を理解できる
②情報を整理することができる（発病から現在まで、特に入院から現在までの受け持ち児の身体状態を表す、臨床所見、治療方針や治療の実際、看護の実際）
③症状・検査データ、臨床所見から、どのような身体状態であるかアセスメントできる
2）疾病・障害が成長発達の実際が理解する
①受け持ち児の成長発達の実際が理解できる
②疾患・障害が成長発達に与える影響について理解できる
3）疾病・障害が日常生活へ与える影響について理解する
①受け持ち児の基本的生活習慣の自立度や日常生活が理解できる
②疾病・障害が日常生活に与える影響をアセスメントできる
	
	

	
	目標2：小児が疾病・障害を抱える体験の中で、必要な看護援助を理解する
1）小児に必要な看護援助はなにかを考え、必要な看護援助の基礎となる技術と態度を学ぶ
①子どもらしい生活の保障、ストレスや不安の緩和考慮した対応および援助を行う（安心感、安全感を持てる接し方、感情表現の促し遊び、学習活動、環境づくりなど）
②子どもの日常生活援助を発達段階や心身の状態に応じた方法で行う
③実施のタイミングを考え、必要な処置や観察、バイタルサインズ測定等を行う
④安全・事故防止・感染予防への配慮ができる
2）小児の疾病・障害による家族の体験について理解する
①小児の疾病・障害が家族におよぼす影響（心身の状態や負担など）を理解できる
②家族の医療やケアへの参加意欲や能力が子どもの疾病・障害へ与える影響について理解できる
	
	

	
	目標３：小児の健康レベルと治療・援助の場の特徴を理解する
①外来や病院における小児の健康レベルの違いを理解できる
②小児の健康レベルによる治療・ケアの違いを理解できる
	
	

	実習施設共通
	目標4：自分の看護観と看護職として必要な態度を理解する
①記録物が期限を守って提出できる（日々の記録・記録全体）
②記録物が整理され、正しく記載されている（誤字・脱字がない、丁寧に書かれている）
③グループメンバーと協議・協力関係を保ち、共に学ぼうとする
④報告・連絡・相談などが適時行える
⑤言葉使い・挨拶・身だしなみなどに気遣ができる
⑥健康や時間など自について己管理ができる
	
	

	実習レポート
	①小児看護学を通しての学びが、目的目標を踏まえてまとめられている
②専門職として自己を見つめ課題が述べられる
	
	

	教員のコメント

	総合得点

	
	

	
	出席状況

	総合評価


A: 大変良い　　B：良い


C:だいたい良い　D：努力を要す








